
令和元（2019）年度事業報告書

宮崎大学医学部附属病院
病院IR部

文部科学省平成２９年度大学改革推進等補助金（大学改革推進事業）選定取組
課題解決型高度医療人材養成プログラム

教育用電子カルテ活用による人材養成事業



報告書　内容
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【１】事業一覧とスケジュール
【２】経営改善アカデミーの開催
【３】中間評価について
【４】経営改善アカデミーの実施評価

参考
● 評価委員会　名簿



【１】事業一覧とスケジュール（計画）
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① ４月～３月　開発・分析会議の開催

② ４月～３月　経営改善アカデミー普及のための活動

③ ９月、３月　事業推進本部会議の開催

④ ５月、１１月　経営改善セミナーの開催

⑤ ５月、１１月　経営改善アカデミーの開催

⑥ ３月　事業の外部評価のための事業点検・評価委員会の開催

⑦ ３月　事業の広報のための年度事業報告書作成



【２】経営改善アカデミーの開催
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2019年度

日付 通算2回目 通算3回目

開催場所 福岡 広島

グループワーク実施日 8月10日 11月2日

発表会実施日 9月20日 12月6日

令和元（2019）年度　アカデミー実施
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■経営改善分析アカデミーin福岡 申込者一覧  
5 施設  19 名 

№  県  施設名  参加者名  部署  役職 

1  大阪  国家公務員共済組合連合会　大手前病院  用度課  課長 

2  医事課  課長 

3  会計課  課長 

4  経営企画課 

5  用度課 

6  医事課 

7  広島  国家公務員共済組合連合会　広島記念病院 医事課 

8  医事課  係長 

9  医事課 

10  会計課 

11  福岡  福岡大学病院  庶務課 

12  庶務課 

13  医事課 

14  長崎  国家公務員共済組合連合会　佐世保共済病院 経理課  課長 

15  診療情報管理室  課長 

16  医事課  主任 

17  広島  福山市民病院 経営企画課  主事 

18  医事課  主事 

経営改善アカデミーの開催　つづき



経営改善アカデミーの開催　つづき
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■経営改善分析アカデミー in広島 申込者一覧
5施設 15名

№ 県 施設名 参加者名 部署 役職

1 広島 広島大学病院 経営企画 主査

2 経営企画 グループ員

3 病歴管理 主査

4 広島 広島市立安佐市民病院 企画管理係 主事

5 経理係 主事

6 医事課 主事

7 広島 国家公務員組合共済連合会　呉共済病院 総務課 課長

8 診療情報管理課 課長

9 会計課 課長代理

10 広島 広島市立広島市民病院 企画課 係長

11 企画課 主事

12 医事課 主事

13 広島 中国労災病院 医事課 係長

14 経営企画課



経営改善アカデミーの開催　つづき
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第2回　経営改善アカデミー in 福岡



経営改善アカデミーの開催　つづき
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第3回　経営改善アカデミー in 広島



【３】中間評価について
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【４】経営改善アカデミーの実施評価
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問1 問2 問3 問4

［A］経営分析の知識、スキルの獲得

について

［B］課題発見能力について ［C］課題解決策の企画能力について ［D］経営改善策のプレゼン能力につ

いて

レベル1 経営分析に関する知識や、スキル（分

析システムを使えるなど）がない。（素

人レベル）

病院の経営上の課題を発見する能力

がない。たまたま発見することはあっ

ても系統的に探索することができな

い。やり方が分からない。（素人レベ

ル）

病院の課題解決策を企画する能力が

ない。やり方が分からない。（素人レ

ベル）

病院執行部や診療科の医師に対し

て、経営分析結果や課題解決策を説

明できない。やり方がわからない。

（素人レベル）

レベル2 経営分析に関する知識や、スキル（分

析システムを使えるなど）があるが不

十分である。（半人前レベル）

病院の経営上の課題を発見する能力

をある程度有しているが、自身が主導

して行うことができない。（半人前レベ

ル）

病院の課題解決策を企画する能力を

ある程度有しているが不十分である。

自身が主導して行うことができない。

（半人前レベル）

病院執行部や診療科の医師に対し

て、経営分析結果や課題解決策を説

明できるが十分ではない。自身が主

導して行うことができない。（半人前レ

ベル）

レベル3 経営分析に関する知識や、スキル（分

析システムを使えるなど）が十分あ

り、自身が主導して行える。業務を任

してもらえる。（一人前レベル）

病院の経営上の課題を発見する能力

を十分有していおり、自身が主導して

行える。業務を任してもらえる。（一人

前レベル）

病院の課題解決策を企画する能力を

十分程度有しており、自身が主導して

行える。業務を任してもらえる。（一人

前レベル）

病院執行部や診療科の医師に対し

て、経営分析結果や課題解決策を自

身が主導して十分説明できる。（一人

前レベル）

レベル4 経営分析に関する知識や、スキル（分

析システムを使えるなど）が十分あ

り、部下等を指導できる。（指導者レ

ベル）

病院の経営上の課題を発見する能力

を十分有していおり、部下等を指導で

きる。新たな方法を取り入れることも

できる。（指導者レベル）

病院の課題解決策を企画する能力を

十分有していおり、部下等を指導でき

る。（指導者レベル）

病院執行部や診療科の医師に対し

て、経営分析結果や課題解決策を十

分説明し、内容が妥当であれば説得

できる。部下等のプレゼンを指導でき

る。（指導者レベル）

受講前 1.82 2.00 2.00 1.64

受講後 2.00 2.15 2.05 2.10

受講前後の能力をルーブリック方式で評価し、すべての項目で改善が得られた



評価委員会　名簿
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文部科学省 平成29年度大学改革推進等補助金（大学改革推進事業）選定取組  

課題解決型高度医療人材養成プログラム  

「教育用電子カルテ活用による人材養成事業」  

評価委員会メンバー  

■評価委員　□陪席者  

取組に直接関わる者  

■ 浅田 　祐士郎  事業統括　宮崎大学医学獣医学総合研究科　研究科長  

■ 荒木　賢二  リーダー　宮崎大学医学部附属病院　病院IR部　教授  

■ 山﨑　友義  サブリーダー　宮崎大学　医学部附属病院　病院IR部  

■ 小松　 弘幸  教育手法の開発・評価　宮崎大学　医療人育成支援センター　副センター長（教授）  

□ 小川　泰右  データサイエンティスト　宮崎大学　医学部附属病院　病院 IR部

□ 松尾 　亮輔  データサイエンティスト　宮崎大学　医学部附属病院　病院 IR部

□ 長友　陽子  広報　宮崎大学　医学部附属病院　病院 IR部　事務補佐員

外部有識者 

■ 竹下　晋司  宮崎市郡医師会病院　事務次長  

■ 柚木　大介  有限責任監査法人トーマツ  

■ 木村　哲二  株式会社NTTデータ

業務委託先 

□ 高橋　良太  株式会社コア・クリエイトシステム  

□ 安波　土志夫  株式会社コア・クリエイトシステム  

□ 豊島　雄太  株式会社NTTデータ

□ 稲垣　稔之  株式会社NTTデータ

□ 安藤　文彦  株式会社ＭＩＳＡＮＥ（みさね）

事務 

□ 山本　英子  宮崎大学　医学部総務課

□ 安藤　祥二  宮崎大学　医学部管理課

□ 野村　あゆみ  宮崎大学　医学部学生支援課

□ 進藤　功一  宮崎大学　医学部学生支援課

（評価委員：五十音順、令和2年3月現在）  


